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【はじめに】 

 平成 28年度決算における財務諸表を作成しましたので、公表します。 

 財務諸表とは、「貸借対照表」「行政コスト計算書」「純資産変動計算書」「資金収支計算

書」の４表のことを指しています。（内容については、３頁を参照してください。） 

 地方公共団体においては、国における資産・債務改革の流れを受け地方公会計改革が進

められ、財政の効率化・適正化が推進されてきました。なかでも、平成 18年 8月に総務事

務次官より通知された「地方公共団体における行政改革の更なる推進のための指針」によ

り、基準モデル及び総務省方式改訂モデルによる財務書類作成の要請がなされ、これを機

に本市においても、平成 20年度決算から、財務書類の作成及び公表を進めてきました。 

 今般、平成 27 年１月 23 日に総務省より新たに通知された「統一的な基準による地方公

会計の整備促進について」に基づき、全国の市町村等に対して平成 29年度までに「統一的

な基準よる地方公会計マニュアル」に沿った財務書類の作成が要請されたことから、本市

では平成 27 年度から固定資産台帳の整備及び複式簿記の導入に取り組み、平成 28 年度決

算から統一的な基準による財務書類を作成したものです。 

 今後は、いっそう比較可能となった財務書類について他団体との比較・分析を行い、本

市の財政状況の特徴や課題を明らかにし、さらなる財政運営の健全化に努めてまいります。 

 

 

 

統一的な基準による財務諸表（平成 28 年度決算）について 
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【財務諸表について】 

 財務諸表は、貸借対照表・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資金収支計算書の４表で構成

されます。 

 

○貸借対照表 

 住民サービスを提供するために保有している財産（資産）と、その資産をどのような財源（負債・

純資産）で賄ってきたかを総括的に対照表示した財務諸表であり、資産合計と負債純資産合計が一

致し、左右がバランスがとれている表であることから「バランスシート」とも呼ばれています。 

 

○行政コスト計算書 

 １年間の行政活動のうち、福祉給付やごみの収集といった資産形成に結びつかない行政サービス

に係る経費と、その行政サービスの対価として得られた収入金等の財源を対比させた財務諸表です。 

 

○純資産変動計算書 

 貸借対照表内の「純資産の部」に計上されている各数値が１年間でどのように変動したかを表し

ている財務諸表です。 

 

○資金収支計算書 

 歳計現金（資金）の出入りの情報を、性質の異なる３つの区分（「業務活動収支の部」、「投資活

動収支の部」、「財務活動収支の部」）ごとに分けて表示した財務諸表です。 

 

【財務諸表の相関関係】 

 財務諸表４表の相関関係は、次のとおりです。 

期末歳計現金残高 期末純資産残高

＋ ±

期首歳計現金残高 資産評価替え等

＝ ＝

支出 純経常行政コスト

＝ ＋

歳計現金増減額 一般財源・補助金受入等

資金収支計算書 純資産変動計算書

収入 期首純資産残高

－ －

経常収益

＝

純経常行政コスト

貸借対照表（前年度）

貸借対照表 行政コスト計算書

経常行政コスト

－・・・

・・・

・・・

歳計現金

・・・

資産 負債

純資産
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【対象とする会計の範囲】 

法適用 ・水道事業会計（法適用）

＜全体会計＞

＜一般会計等＞
・一般会計

・公共用地先行取得事業特別会計

法非適

・国民健康保険事業特別会計

・後期高齢者医療事業特別会計

・下水道事業特別会計※

・農業集落排水事業特別会計※

・東部産業団地事業特別会計

※下水道事業特別会計及び農業集落排水事業特別会計については、地方公営企業法の適用に向けて

作業に着手しているため、平成 28年度については連結対象外としております。 
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【財務諸表を活用した分析】 

 以下では、財務諸表を活用した分析を記載しています。分析の中では、市民一人当たりに換算し

た金額等を記載したものがありますが、基礎となる人口については、平成 29年 3月 31日現在の小

矢部市住民基本台帳人口：30,649人（男 14,890人、女 15,759人）を用いています。 

＜一般会計等＞ 

○貸借対照表 （単位：千円）

科目名 金額 住民1人当たり 科目名 金額 住民1人当たり

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 44,119,065 1,439   固定負債 15,069,296 492

    有形固定資産 41,871,318 1,366     地方債等 12,845,453 419

    無形固定資産 182,557 6     退職手当引当金 2,084,694 68

    投資その他の資産 2,065,190 67     その他 139,149 5

      投資及び出資金 1,013,680 33   流動負債 1,445,985 47

      長期延滞債権 168,179 5     １年内償還予定地方債等 1,206,687 39

      長期貸付金 271,968 9     賞与等引当金 120,020 4

      基金 634,135 21     その他 119,277 4

      徴収不能引当金 -22,771 -1 負債合計 16,515,281 539

  流動資産 2,254,796 74 【純資産の部】

    現金預金 562,561 18   固定資産等形成分 44,977,517 1,468

    未収金 785,889 26   余剰分（不足分） -15,118,936 -493

    棚卸資産 48,129 2   他団体出資等分 0 0

    基金 858,452 28

    徴収不能引当金 -236 0 純資産合計 29,858,581 974

資産合計 46,373,861 1,513 負債及び純資産合計 46,373,861 1,513

小矢部市人口 30,649

男 14,890

女 15,759

 

（1）資産の状況 

一般会計等での本市の保有する資産は、約 464億円となっており、市民一人当たりの資産は約 151

万円となっています。 

 そのうち、90.3％を有形固定資産が占めており、その内訳としては、道路・橋りょう・公園・住

宅等の生活インフラ、小学校・中学校などがあります。 

 

(2)負債の状況 

 将来世代が負担していくこととなる負債は、約 165億円となっており、市民一人当たりに換算す

ると約 53万円となります。 

 そのうち、地方債（翌年度償還予定地方債を含む。）が約 85％と大きな割合を占めており、市民

一人当たりに換算すると約 45万円となります。 

 なお、地方債（翌年度償還予定地方債を含む。）140 億 5,214 万円のうち、98 億 5,069 万円は後

年度に基準財政需要額に算入される有利な地方債となっています。           

 

(3)純資産の状況 

 純資産は、298億 5,858万円、市民一人当たり約 97万円となっています。 
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○行政コスト計算書 （単位：千円）

科目名 住民1人当たり 行政コスト割合

  経常費用 428

    業務費用 239

      人件費 67 15.7%

      物件費等 167 39.0%

      その他の業務費用 5 1.3%

    移転費用 188

      補助金等 92 21.6%

      社会保障給付 43 10.0%

      その他 53 12.5%

  経常収益 17

    使用料及び手数料 9

    その他 8

純経常行政コスト 410

  臨時損失 0

    資産除売却損 0

  臨時利益 3

    資産売却益 3

純行政コスト 40812,489,491

345,818

12,580,481

1,957

1,957

92,947

92,947

178,417

金額

13,104,716

7,334,527

2,058,409

5,108,009

168,108

5,770,189

2,825,281

1,305,403

1,639,506

524,235

 

○純資産変動計算書 （単位：千円）

合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分) 住民1人当たり

30,818,663 46,379,141 -15,560,478

-12,489,491 -12,489,491

11,529,409 11,529,409

9,100,479 9,100,479 297

2,428,930 2,428,930 79

-960,082 -960,082

-1,401,624 1,401,624

914,683 -914,683

-2,429,574 2,429,574

985,169 -985,169

-871,902 871,902

- -

- -

- - -

-960,082 -1,401,624 441,542

29,858,581 44,977,517 -15,118,936

小矢部市人口 30,649

男 14,890

女 15,759

    貸付金・基金等の減少

科目名

前年度末純資産残高

  純行政コスト（△）

  財源

    税収等

    国県等補助金

  本年度差額

  固定資産等の変動（内部変動）

    有形固定資産等の増加

    有形固定資産等の減少

    貸付金・基金等の増加

  資産評価差額

  無償所管換等

  その他

  本年度純資産変動額

本年度末純資産残高

 行政コストの発生（行政コスト計算書）及び純資産の変動（純資産変動計算書）を表示していま

す。  

 本年度の純経常行政コストは 125億 8,048万円で、行政サービス利用に対する対価として市民の

皆さまが負担する使用料や手数料などの経常収益は 5億 2,424万円となり、純経常行政コストから

臨時収益を引いた純行政コストは 124億 8,949万円となりました。 

 これらを市民一人当たりに換算すると、純経常行政コストが 41 万円、経常収益が 1 万 7 千円、

純行政コストは 40万 8千円になリます。 

 この純行政コストについては、市税や地方交付税などの一般財源や国・県補助金など（財源）で

賄っています。経常費用の性質別割合は人件費などの「人にかかるコスト」が 15.7％、減価償却費

などの「物にかかるコスト」が 39.0％、補助金支出などの「移転支出的なコスト」が 44.0％とな

っています。 
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○資金収支計算書 （単位：千円）

住民1人当たり

354

385

32

62

30

-32

39

37

-1

-1

16

14

4

4

18

小矢部市人口 30,649

男 14,890

女 15,759

本年度末現金預金残高 562,561

  財務活動収入 1,136,000

財務活動収支 -44,143

本年度資金収支額 -43,382

前年度末資金残高 486,666

本年度末資金残高 443,284

前年度末歳計外現金残高

【財務活動収支】

  財務活動支出 1,180,143

本年度末歳計外現金残高 119,277

119,547

本年度歳計外現金増減額 -269

1,893,601

  投資活動収入 924,603

投資活動収支 -968,999

  投資活動支出

科目名 金額

【業務活動収支】

  業務支出 10,837,645

  業務収入 11,807,403

業務活動収支 969,759

【投資活動収支】

 

○基礎的財政収支（プライマリーバランス）に関する情報

13,864,891

△ 1,136,000

△ 289,145

△ 13,908,274

1,303,798

222,327

57,597

収入総額

地方債発行額

　基礎的財政収支

財政調整基金等積立額

財政調整基金等取崩額

支出総額

地方債償還額

 

資金収支計算書において、業務活動収支額は 9億 6,976万円の黒字になっている一方、公共資産

整備支出を含めた投資活動収支は 9億 6,900万円の赤字となりました。 

 また、財務活動収支は 4,414万円の赤字となり、この結果、当期収支差額は 4,338万円の赤字と

なり、本年度末資金残高は 4億 4,328万円（歳計外現金は含まず）となりました。  

 なお、基礎的財政収支については、前年度と同様地方債発行額が償還額を下回っています。財政

調整基金等増減は 6,682万円のマイナスとなり、積立額よりも取崩額が上回っていることがわかり

ます。結果的には、地方債発行額が繰越事業の増等により大きく抑えられたため、基礎的財政収支

については 5,760万円の黒字に転じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

＜全体会計＞  

○貸借対照表 （単位：千円）

科目名 金額 住民1人当たり 科目名 金額 住民1人当たり

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 48,980,611 1,598   固定負債 18,153,165 592

    有形固定資産 47,251,013 1,542     地方債等 14,555,044 475

    無形固定資産 184,091 6     退職手当引当金 2,084,694 68

    投資その他の資産 1,545,507 50     その他 1,513,428 49

      投資及び出資金 541,540 18   流動負債 1,666,650 54

      長期延滞債権 257,986 8     １年内償還予定地方債等 1,342,065 44

      長期貸付金 140,521 5     賞与等引当金 122,569 4

      基金 634,135 21     その他 146,729 5

      徴収不能引当金 -28,676 -1 負債合計 19,685,113 647

  流動資産 2,972,752 97 【純資産の部】

    現金預金 1,080,553 35   固定資産等形成分 49,994,783 1,631

    未収金 824,685 27   余剰分（不足分） -17,861,236 -583

    棚卸資産 53,813 2   他団体出資等分 0 0

    基金 1,014,172 33

    徴収不能引当金 -471 0 純資産合計 32,133,548 1,048

資産合計 51,953,363 1,695 負債及び純資産合計 51,953,363 1,695

小矢部市人口 30,649

男 14,890

女 15,759

 

(1)資産の状況 

全体会計での本市の保有する資産は、約 519 億円となっており、市民一人当たりの資産は約 169

万円となっています。 

 そのうち、90.9％を有形固定資産が占めており、その内訳としては、道路・橋りょう・公園・住

宅等の生活インフラ、小学校・中学校などがあります。 

 

(2)負債の状況 

将来世代が負担していくこととなる負債は、約 196億円となっており、市民一人当たりに換算す

ると約 64万円となります。 

 そのうち、地方債（翌年度償還予定地方債を含む。）が 80.8％と大きな割合を占めており、市民

一人当たりに換算すると約 52万円となります。 

なお、地方債（翌年度償還予定地方債を含む。）158 億 9,711 万円のうち、98 億 7,231 万円は後

年度に基準財政需要額に算入される有利な地方債となっています。  

 

(3)純資産の状況 

 純資産は、321億 3,355万円、市民一人当たり約 105万円となっています。 
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○行政コスト計算書 （単位：千円）

科目名 住民1人当たり 行政コスト割合

  経常費用 550

    業務費用 260

      人件費 69 12.5%

      物件費等 182 33.1%

      その他の業務費用 9 1.6%

    移転費用 291

      補助金等 218 39.5%

      社会保障給付 43 7.7%

      その他 31 5.6%

  経常収益 39

    使用料及び手数料 24

    その他 14

純経常行政コスト 512

  臨時損失 0

    資産除売却損 0

  臨時利益 3

    資産売却益 3

純行政コスト 509

643,314

金額

16,871,758

7,957,194

2,102,443

5,586,024

268,728

8,914,564

6,667,274

1,305,403

941,886

1,181,488

15,599,570

538,174

15,690,270

2,247

2,247

92,947

92,947

 

○純資産変動計算書 （単位：千円）

合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分) 住民1人当たり

32,867,220 51,096,311 -18,229,091

-15,599,570 -15,599,570

14,865,898 14,865,898

11,798,767 11,798,767 385

3,067,131 3,067,131 100

-733,672 -733,672

-1,101,528 1,101,528

1,412,402 -1,412,402

-2,650,784 2,650,784

1,050,959 -1,050,959

-914,104 914,104

- -

- -

- - -

-773,672 -1,101,528 367,856

32,133,548 49,994,783 -17,861,236

小矢部市人口 30,649

男 14,890

女 15,759

  資産評価差額

  無償所管換等

  その他

  本年度純資産変動額

本年度末純資産残高

    貸付金・基金等の減少

科目名

前年度末純資産残高

  純行政コスト（△）

  財源

    税収等

    国県等補助金

  本年度差額

  固定資産等の変動（内部変動）

    有形固定資産等の増加

    有形固定資産等の減少

    貸付金・基金等の増加

 行政コストの発生（行政コスト計算書）及び純資産の変動（純資産変動計算書）を表示していま

す。  

 本年度の純経常行政コストは 156億 9,027万円で、行政サービス利用に対する対価として市民の

皆さまが負担する使用料や手数料などの経常収益は 11 億 8,149 万円となり、純経常行政コストか

ら臨時収益を引いた純行政コストは 155億 9,957万円となりました。 

 これらを市民一人当たりに換算すると、純経常行政コストが 51 万 2 千円、経常収益が 3 万 9 千

円、純行政コストは 50万 9千円になリます。 

 この純経常行政コストについては、市税や地方交付税などの一般財源や国・県補助金など（財源）

で賄っています。純経常費用の性質別割合は人件費などの「人にかかるコスト」が 12.5％、減価償

却費などの「物にかかるコスト」が 33.1％、補助金支出などの「移転支出的なコスト」が 52.8％

となっています。 



10 

 

○資金収支計算書 （単位：千円）

住民1人当たり

470

515

44

80

32

-48

43

42

-2

-5

37

31

4

4

35

小矢部市人口 30,649

男 14,890

女 15,759

本年度末現金預金残高 1,080,553

  財務活動収入 1,276,000

財務活動収支 -54,992

本年度資金収支額 -163,217

前年度末資金残高 1,124,492

本年度末資金残高 961,275

前年度末歳計外現金残高

【財務活動収支】

  財務活動支出 1,330,992

本年度末歳計外現金残高 119,277

2,457,111

  投資活動収入 987,054

投資活動収支 -1,470,057

119,547

本年度歳計外現金増減額 -269

科目名 金額

【業務活動収支】

  業務支出 14,411,700

  業務収入 15,773,823

業務活動収支 1,361,833

【投資活動収支】

  投資活動支出

 

 

資金収支計算書において、業務活動収支額は 13 億 6,183 万円の黒字になっている一方、公共資

産整備支出を含めた投資活動収支は 14億 7,006万円の赤字となりました。 

 また、財務活動収支は 5,499万円の赤字となり、この結果、当期収支差額は 1億 6,322万円の赤

字となり、本年度末資金残高は 9億 6,128万円（歳計外現金は含まず）となりました。  

 

 

 

 

 


